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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 八戸准看護学校より二次募集のお知らせが来ています。願書受付けは2/23～3/9までです。

· 日誌の日付は確認して入力しましょう。

· 生活保護の実態調査があります。2/22（水）15:30から。（今回、東病棟では対象患者様はおりません）

＜患者様連絡事項＞

・吹越　里美様　　父から今週末に外泊希望の電話がありました。主治医に確認し、「まだ早いの

で今回は見合わせたい」との事でその旨を父に伝えています。

・転棟・転室

　　和田　昌様　東B→西Bへ　　療養環境変更のため

　　杉沢恵子様　東B→西Bへ　　療養環境変更のため

　　北山幸博様　東A→東Bへ　　療養環境変更のため

　　曽我正子様　合併症室→東Bへ

　　　特に問題無く転棟・転室されています。

＜隔離室使用患者様について＞

・畑中　成夫様～退室時の衝動行為・イライラ感などなく、疎通良好で他者との交流も見られている。褥瘡部は回復傾向にあるも、浸出液多量に見られる。

　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　本人の状態を検討し、朝食はホールで摂取して頂き、ホールでの経過時間を増やしていきましょう。また、衝動行為なく落ち着いて過ごせていることを評価し良い所は積極的に伝えましょう。長時間の退室は本人の状態を見ながら、無理をしないようスタッフから休むよう声をかけることも必要です。退室時、スタッフは最低１人常にホールにて付き添い見守りしましょう。褥瘡部は回復傾向にあるも、浸出液多量に見られているので処置は2回を継続し摩擦の無いように良い肉芽を損傷しないようにしましょう。また、テープかぶれある為、かぶれている部分にも軟膏を塗布しラップで被い処置しましょう。

＜要観察患者様について＞

吉田　福松様～昨日、医師の診察・指示により時間隔離・電話制限解除となっている。昨日、午前中はそれ程目立たなかったが午後になり徘徊著名で見守り要している。ホ－ルの床やリネンいじりも見られ促しで休まれ5時に覚醒。その際、放尿がある。

　　　　　　　　　↓

両足背、顔面に浮腫見られ歩行時の不安定さあり。転倒の危険性ある為、徘徊は強要しないが御本人の居場所は常に確認し、トラブルを防ぐ為にも見守りをしましょう。放尿はこまめにトイレ誘導していき水分摂取量、排泄の確認をおこないましょう。歩行時の不安定さあり

・若松　博士様　　本日、三者面談し措置解除についての話があり。解除の方向でと主治医から

の話がありました。病院管理者(院長)からは来週、主治医と相談するのでま

だ何もしなくて良い。急ぐものではないとの指示があり、主治医に報告。主

治医からご本人へも説明しています。叉、精神保健センタ－の中村様から電

話があり、折り返し電話しています。手紙を出されたようで、その方は入院しているのか、退院請求なのかという問い合わせ。2/20に再度電話を入れるがその際、本人と直接話がしたいという事。主治医に報告し、当日主治医は不在なので良く話を聞いて下さいという指示があります。

＜入院患者様の情報＞

・柴田　幸三郎様　90歳　誤嚥性肺炎・脳梗塞(左方麻痺)・認知症　医療保護入院　安ヶ平先生　　　

　　　　　　　　　平成18.1.19八戸赤十字病院精神科からの紹介で南山苑に入所。入所時から

37.0℃代の発熱が見られ、食事摂取時もむせ込みがみられていた。水分摂取

も困難な為、その都度点滴療法で対応。2.6　体温38.3℃に上昇し解熱剤挿

肛。2.7肩呼吸が見られ体温も40.0℃になり、酸素飽和濃度69%のため酸素

療法開始。(5L)八戸赤十字病院受診し呼吸器科に入院となる。

状態安定した為、同院から転院の話しがあるが酸素療法1Lで継続中であり南

山苑の入所は困難な為、当院の合併症室に入院。

酸素療法1Lで継続。絶飲絶食で点滴療法開始となる。入院に伴い、高齢であ

るのでいつ急変するか分からない事、叉、当院でできる治療を説明し、本人

にあった病院及び施設を主治医と相談し進めて行くことを説明。主治医が経

管栄養について確認したところ、日赤で2～3日がやまと説明があったのでそ

れならばやらなくて良いと話したとの事。家族の意思を確認したところで、

今後経管栄養も検討していく事を主治医から説明している。

＜作業療法士からの報告＞

坂　貢様　　表情冴えず、周囲を気にされ集中できない様子が見られ、途中退席することが見ら

れている。昨日は、得意な物を行ない終了まで参加することができていた。幻聴に

左右された行動があるが、集中してできるよう援助していく。

種市久子様　調子が悪いと集中できず退席される事もあるが、他者が戻るのを見て便乗している

様子も伺える。調子が良いときは椅子の足カバ－を編んでいる。刺繍をやりたいと

いう希望があり、検討している。無理をさせない程度に気分転換をしていただくよ

う援助していく。













